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●�多様化するがん治療への取り組み

　近年、免疫チェックポイント阻害薬の登場をはじめ、
がんの治療における選択肢が多様化しています。また、
従来の臓器ごとの治療から、それぞれのがんの特徴に
沿った治療が主流となりつつあります。一方で、高齢
のがん患者さんや、現役世代のがん患者さんなど、多
方面でのケアが必要となるケースも増加し、がん医療
は新たな局面を迎えているところです。
　当院の腫瘍内科は2014年に創設されてから現在ま
で、がん医療の要となってさまざまな課題に取り組ん
でいます。

●総合的ながん治療の実践
　腫瘍内科の大きな役割の一つは、各診療科と連携し
て進行度、予後規定因子、併存疾患、全身状態などか
ら個々の患者さんを総合的に判断し、治療薬を選択す
ることです。多様な治療の選択肢があることで、患者
さんにも、時には医師にとっても、治療決定の判断が
負担となる場合があります。腫瘍内科がこの役割を担
うことで、病変のある臓器だけにとらわれることなく、
多角的な視点から総合的に判断することが可能になる
のです。
　また腫瘍内科には、治療に関わる多くの診療科の仲
介役となる役割もあります。高齢化により複数の疾患
のある患者さんが増えていますが、当院は総合病院な
らではの幅広いフォロー体制を整え、併存疾患がある
ような治療が難しいがん患者さんの紹介を、がん専門
病院から多く受けております。がんだけではなく、他の
疾患にも配慮した総合的な治療を行えるのが当院の特
徴です。

●安全・安心な治療を目指して
　がんの薬物治療と切っても切り離せないのが、副作
用です。特に免疫チェックポイント阻害薬の副作用は、
早期発見・早期治療が重要になるため、当院ではiCPiユ
ニット（iCPi：immune Check Point inhibitor）を設置し
ました。このiCPiユニットで免疫関連の有害事象を収集
して、詳細に副作用の実態を把握し、対処のレベルを
上げることでより安全な治療に取り組んでいます。
　また、当科ではきめ細かな診療を心がけていますが、
外来診療だけでは時間に制約があり、精神面のサポー
トや家庭・社会で抱える問題への相談には十分に対応
することが困難です。当院ではがん看護専門看護師に
よるサポート外来や、MSWによる相談窓口を設置して
おり、医師以外からもアプローチすることで、多様な
問題への対応を可能にしています。

●これからの時代のがん医療
　現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
医療の分野は大きな転換期を迎えています。それはが
ん医療についても例外ではなく、特に薬剤の副作用や
免疫機能の低下から生じる肺炎症状は、感染症による
ものとの鑑別が難しいため、より慎重な対応が求めら
れます。今後、がん治療はがんのみに注目するのでは
なく、あらゆる病状や症状に視野を広げた対応が必要
となります。当院では肺炎症状への入院対応を強化す
るとともに、より慎重に患者さんの全身状態の観察に
努めています。
　これからも時代とともに医療の在り方が変化してい
きますが、当院はそうした変化に対応しつつも、分け
隔てなく、すべての患者さんに思いやりのある医療を
実践していくための取り組みを続けていきます。
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【趣味】山歩き　温泉旅行　犬の散歩

腫瘍内科担当部長

「腫瘍内科」
がん専門総合内科として、
全人的ながん医療を提供します！
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当院での感染症対策について
　当院では、新型コロナウイルス感染症への対策と、通常診療
の両方を維持するために、以下のような取り組みを行っていま
す。

・来院者全員に非接触型体温計での検温を行っています。

・ご入院中の患者さんへのご面会は、引き続き中止といたします。

・�受付カウンターに飛沫飛散防止用のビニールカーテンを設置し
ています。

　今後も国内の感染拡大の
状況を注視しつつ、感染対
策に取り組んでまいります。
最新情報は病院ホームペー
ジでお知らせをいたします。

【平日】 8：30～19：00　【土】 8：30～1２：３0

患者支援センター 地域連携室まで

つながらない場合は
TEL. 03-3451-8211（代表）
内線：5163または5164 または5165

におかけください。
※各科外来（一部除く）と、検査（MRI、CT、RI、マンモグラフィ、注腸、心
エコー、運動負荷心電図、腹部エコー、ドプラ、上下部内視鏡等）のご
予約などをお受けしています。

TEL.
03-3451-6132
FAX.
03-5232-0260

医師異動のお知らせ研修会・勉強会・カンファレンス開催のお知らせ

新採用医師
総合診療内科　専修医　
　安部 恭嗣（アベ キョウジ）

糖尿病・内分泌内科　医員
　水谷 洋佑（ミズタニ ヨウスケ）

整形外科　専修医　
　岩見 卓朗（イワミ タクロウ）

産婦人科　専修医　
　王 洪欣（オウ コウキン）

耳鼻咽喉科　副医長　
　吉浜 圭祐（ヨシハマ ケイスケ）

緩和ケア科　副医長　
　星野 奈月（ホシノ ナツキ）

退職医師
総合診療内科　専修医
　村瀬 直人（ムラセ ナオト）

糖尿病・内分泌内科　医員
　茂木 源治（モギ モトハル）

整形外科　担当部長
　手塚 正樹（テヅカ マサキ）

耳鼻咽喉科　副医長
　渡部 佳弘（ワタナベ ヨシヒロ）

専門・認定看護師による看護研修会
開催日時 2020年8月12日（水）　17：30～19：00

テ ー マ
フィジカルアセスメント（呼吸）

【講師】田邉一正（集中ケア認定看護師）

開催日時 2020年9月2日（水）　17：30～18：30

テ ー マ
皮膚排泄ケア―看護に必要な排便ケア

【講師】安原祐子（皮膚・排泄ケア認定看護師）
　　  澤田美絵（皮膚・排泄ケア認定看護師）

場 所 当院 主棟13F シミュレーションルーム

申し込み
方 法

①氏名　②所属施設名・連絡先をお電話、FAXまたはメールでお知ら
せください。

【参加費】無料
【連絡先】東京都済生会中央病院　看護キャリア開発室
Tel：03-3451-6802（直通）　Fax:03-5444-3590
E-mail:kyo-ken2@saichu.jp

超音波症例カンファレンス
開催日 第291回　2020年9月18日（金）

時 間 18:45～20:00 場 所 当院 北棟7階 第1会議室

超音波VTRカンファレンス
開催日 2020年9月25日（金）

時 間 19:00～20:45 場 所 当院 北棟7階 第1会議室

※�上記の日程は、国内の新型コロナウイルス感染症拡大状況により変更の可能性がご
ざいます。変更になった場合は病院ホームページにてお知らせいたします。また、開催
にあたっては感染対策を行っています。
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